
遠隔医療を活用した「誰一人取り残さない」医療の実現
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日本の最も大きな課題は?
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日本では医師が少ないにも関わらず、非常に多い受診回数
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医師の働く場所が自由なため西日本や都市部に偏在
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約２倍の格差あり



現在の日本の医療・福祉が抱える課題

（兆円）

出典：内閣官房・内閣府・財務省・厚生労働省

医師の過重労働 高齢化・医療費増大

解決困難な分野にこそデジタル＆遠隔医療の果たす役割がある

少子化・不登校・自殺
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医師不足＆偏在＆非効率性
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VISION:デジタル＆遠隔医療プラットフォーム

テクノロジーを活用し医師の能力を最大限拡張する

いつでも。どこでも。誰にでも。



オンライン診療（有料）

オンラインテキストチャット（無料）

昼間のかかりつけ医

解決、処方箋

解決、市販薬

患者の流れ
患者側

診療前相談（有料）

解決、翌日受診

医療費＆医師負担

大

小

中

令和5年度内閣府調査事業
茅野市・つくば市 :持続可能性を担保したオンライン一次救急

平日夜間・休日にアプリで気軽
に相談

OTCを含めたアドバイスを行
い不要不急の受診を抑制

医師側

遠隔地等の複数の医師が自
宅等に待機し対応

テキストチャット・診療前相談に
て診療の適応を判断し実施

救急外来

情報共有

情報共有

情報共有

かかりつけ医の先生で安心 地域の医療資源の温存し、働
き方改革にも寄与



開発は小児科分野よりスタートし、デジタル化の恩恵の受けづらい高齢者へ
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こども期

18～39歳
子育て期

40～64歳
壮年期

65～74歳
初老期

75歳以上
高齢期
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かかりつけ医保有割合や受診頻度はこども期と高齢期で高い

内科小児科
小児オンライン
かかりつけ医 在宅医療

高齢者オンライン
かかりつけ医



令和6年度内閣府調査事業（実施中）
つくば市:特別養護老人ホームでのオンライン診療（2024.10～）
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■夜間急変時の現状 ■本調査事業では医療バックアップ体制を構築
遠隔医療アプリ／データ連携基盤 を活用

離れた自宅にいる家族

自宅にいるオンコール看護師

現在は内閣府からの支援を頂き、高齢者向けのサービス開発＆実証試験
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日本から「誰一人取り残さない」ヘルスケアシステムを世界に発信する。

「遠隔医療相談」で検索 No.1


